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Development of Hydrologic Characterization Technology of Fault Zones for Preliminary
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概要調査における断層の水理特性を，断層の地質特性との関連性に着目し，合理的・効率的に把握・推定するための
体系的な調査・評価手法の開発が，原子力発電整備機構とローレンスバークレー国立研究所（LBNL）と共同で進められ
ている．その中で，著者らは，LBNL 敷地内を通るWildcat断層を対象として，断層やその周辺の地質構造の把握および
原位置での水位・水圧測定，水理試験などのためにボーリング調査を実施してきた．本報告では，ボーリングコア観察，
コア試料を用いた微化石分析・放射年代測定（U-Pb法），薄片観察の結果および BHTV とコアとの対比による割れ目の
方向性調査から得られたWildcat断層の近傍の地質・構造特性について報告する．
　ボーリング調査に先立ち，LBNL 敷地周辺の空中写真判読および敷地内でのトレンチ調査を行い，断層の通過位置お

よびトレンチ箇所での断層の性状を明らかにしてきた．ボーリングは，空中写真判読とトレンチ調査の結果に基づいて，
まず，断層の通過箇所を横切る断面上の３点（WF-1～3）で鉛直孔を掘削した．その結果，複数の主要な断層が西へ傾
斜することが明らかとなったため，次に，断層を貫くため，東傾斜 30度の斜めボーリング（WF-4）を１本，掘削した．
それぞれ掘削長は，WF-1(529ft)，WF-2 (492ft)，WF-3(512ft)，WF-4(691.2ft)である．コア観察に基づいて，岩相・層序
区分を行うとともに，断層の分布を調査した．これらの結果およびトレンチ調査，地表地質踏査の結果をもとにボーリ
ング孔間を結ぶ，地質断面，断層分布を推定した．
　ボーリングコアで観察される岩石は，中期～後期中新世の地層で，下位から Claremont層，San Pablo層群，Orinda

層である．
　 Claremont層は，laminaの発達する珪質な泥岩と黒色無層理の頁岩の互層からなり，一部では，堆積構造の認めら

れない sand dyke状の砂岩を伴う．Claremont層の互層状の泥岩は，未固結時～半固結時に形成された小断層や層内褶
曲などが認められるが，比較的整然とした堆積構造をもつ部分が多い．石灰質ナンノ化石によれば，年代は CN3～5帯
（18.3～11.3/10.9 Ma）であり，明瞭な年代ギャップや地層の逆転は認められない．また，U-Pb法による放射年代値は，San
Pablo/Orinda層を含め，中新世の堆積物であることが推定され，微化石の示す年代とは矛盾しない．
　 San Pablo層群は，比較的整然とした堆積構造が認められる海成砂岩層を主体とする地層である．WF-2の深度 51ft

からは，浅海性の堆積環境を示すと見られる底生有孔虫が産出した．薄片観察によると，砂岩の構成粒子は，チャートの
砕屑片や海緑石，変成岩由来の砕屑物を含むため，Claremont層の砂岩との区別が可能である．Orinda層は，San Pablo
層群の同時異相の湖成層とされ，両者は，指交関係で漸移する．
　ボーリングコアで確認される断層は，規模の小さいものも含めると数多く存在する．このうち規模の大きい主要な

断層帯には，地質境界となるものや葉片状カタクレーサイト，貫入性の産状を示す“凝灰岩”“角礫状凝灰岩”などの特
徴的な岩石を伴う．主要な断層について，BHTV データから方向性を求め，それぞれの断層の連続性を検討した．各断
層帯の特徴は，以下の通りである．

Fa: Orinda層/San Pablo層群内に発達する断層帯で，軟岩特有の幅広い破砕帯を示す．
Fb: Orinda層/San Pablo層群と Claremontの境界をなす断層．
Fc: Claremont層内に発達する断層帯だが，断層間にOrinda層/San Pablo層群が楔状に狭長に分布する．葉片状カタク

レーサイト，“凝灰岩”を伴う．
Fd: Claremont層内に発達する断層帯で水圧破砕に伴う角礫帯を伴う．
　これらの断層帯のうち，Fa, Fb, Fcは北北西-南南東走向で西傾斜，Fdは西北西-東南東走向で南傾斜と推定され，全

体として，デュープレックス状の構造をもって南東に分岐する構造を示している．空中写真判読結果および既往の資料
によれば，ボーリング調査を行った LBNL 敷地付近は，Wildcat断層の南部の断層屈曲部に相当しており，断層は，北部
の直線部に比べて複雑に分岐した分布形態を示していると考えられる．


